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一般社団法人全国がん患者団体連合会（全がん連）について

⚫ 「がん」と一口にいっても、その病態や治療、患者や家族の悩みや苦痛は異なる面も多く、がんの種類や地域ごとに多くのがん患者団体がそれぞれの課題の解決に向けた取

り組みを行っています。一方で、がんの種類や地域を問わず、がん全体における共通した課題も存在することから、多くのがん患者団体がそれぞれ独自の取り組みを行い

つつ、共通した課題の解決に向けて連携した取り組みを行うことが求められています。

⚫ この連携を行うため、「各地のがん患者団体が情報や経験を共有し、それぞれの活動をより良いものとしていくこと」「それぞれのがん患者団体の取り組みや考えを尊重し

つつ、賛同できる場合には共に連携して取り組みを行うこと」「これらの取り組みを継続かつ安定して行うために、一定の法人格をもった団体を設立すること」が必要と考

えられました。

⚫ そこで、全国のがん患者団体の連合体組織として、がん患者団体の連携や活動の促進を図りつつ、がん患者と家族の治療やケア、生活における課題の解決に取り組み、が

ん医療の向上とがんになっても安心して暮らせる社会の構築に寄与することを目的として、非営利型の一般社団法人である全国がん患者団体連合会が、 2006年にがん

対策基本法が成立してから10年の節目となる2015年に設立され、現在51の加盟団体、加盟団体の会員総数はおよそ2万人です。
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「2040年を見据えたがん医療の均てん化・集約化に係る基本的な考え方について」（厚生労働省）

2040年を見据えたがん医療提供体制の均てん化・集約化に関する参考資料（厚生労働省ホームページ）より
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「2040年を見据えたがん医療の均てん化・集約化に係る基本的な考え方に基づいた医療行為例」

2040年を見据えたがん医療提供体制の均てん化・集約化に関する参考資料（厚生労働省ホームページ）より
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放射線療法 薬物療法

緩和ケア



一般的な放射線療法のスケジュール

「おしえてがんのコト」（中外製薬）ホームページより
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土曜日のみの放射線治療（東北大学病院・MRリニアック）

東北大学ホームページより
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免疫チェックポイント

阻害薬 (ICI)

自己免疫疾患に類似したirAE (免疫

関連有害事象)

心筋炎・1型糖尿病： 急激な経過を

辿るリスク。

遅発性irAE： 投与終了後、数ヶ月

〜1年以上経過してからの発症。

抗体薬物複合体

(ADC)

精密誘導ゆえの「オフターゲット毒性」

間質性肺炎 (ILD)： 初期症状が乏し

いため、画像診断による検査が必要。

眼毒性： 角膜障害等の特異的症状。

眼科医との定期的な連携が必要。

次世代の

分子標的薬

高い脳関門通過性に伴う中枢神経や

心血管などへの影響

精神神経症状： 認知機能への影響、

抑うつ、不安、睡眠障害、幻覚など。

心血管・腎機能： 高血圧、心不全、不

整脈、蛋白尿、腎不全など。

進化するがん薬物療法と「新たな副作用」の例

がん薬物療法専門医や多職種連携による支持療法（サポーティブケア）が必要ではないか
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遺伝性乳癌卵巣癌症候群(HBOC)診療の現状に関するアンケート調査

厚生労働省第2回ゲノム医療推進法に基づく基本計画の検討に係るワーキンググループ・深田一平構成員（がん研究会有明病院ゲノム診療部）提出資料より
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沖縄県離島患者等支援事業補助金（2017年から）

沖縄県ホームページ「沖縄県離島患者等支援事業補助金」
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オンライン・セカンドオピニオン（国立がん研究センター中央病院）

国立がん研究センター中央病院ホームページより
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がん患者が経験する悩み

「患者必携 がんになったら手に取るガイド」
（国立がん研究センターがん対策情報センター）より

厚生労働省第1回小児・ＡＹＡ世代のがん医療・支援のあり方に関する検討会
「思春期・若年成人（AYA）世代のがんの現状と課題」
（国立国際医療研究センター・清水千佳子参考人）
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静岡がんセンターにおける初診患者さんの問診

静岡県立静岡がんセンターホームページより
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静岡がんセンター「初診説明ビデオ」

https://www.youtube.com/watch?v=d75RH_G36qc
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静岡がんセンター「看護師による初診問診」（スクリーニング）

https://www.youtube.com/watch?v=d75RH_G36qc
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都道府県協議会での均てん化・集約化の検討の進め方について

都道府県協議会の体制（抜粋）

都道府県協議会には、拠点病院等、地域におけるがん医療を担う者、患者団体等の関係団体の参画を必須とし、

主体的に協議に参加できるよう運営すること。特に、拠点病院等までの通院に時間を要する地域のがん患者、及

び当該地域の市区町村には、当該都道府県のがん医療提供体制の現状や、今後の構築方針について、十分に理解

を得られるよう対応すること。 

都道府県協議会での協議事項（抜粋）

がん患者が安全で質の高い患者本位の医療を適切な時期に受療できるよう、院内がん登録を実施している医療

機関を対象として、都道府県内の医療機関ごとの診療実績を、院内がん登録等の情報を用いて、医療機関の同意

のもと一元的に発信すること。その際に公表する項目について協議すること。 

厚生労働省ホームページ「2040年を見据えたがん医療提供体制の均てん化・集約化に関するとりまとめ」より
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